











































































































































































































































































































































































年次（西暦〉 値別 月 一石当たり（銀） 一升当たり 円貨に換算
宝暦7年（1757）高値 7 163．86匁109文2，248円
安値 12 134．56 89 1，836
8年（1758）高値 10 170．53 113 2，331
安値 5 126．20 84 1，732
9年（1759）高値 2 143．40 95 1，959
安値 8 130．08 86 1，774
明和3年（1766）高値 3 154．80 103 2，124
安値 1 136．00 90 1，856
4年（1767）高値 ※9 173．57 115 2，372
安値 11 130．60 87 1，794
5年（1768） 1 126．00 83 1，712
8年（1771）高値 8 179．56 119 2，454
安値 10 147．21 98 2，021
9年（1772）高値 11 187．48 124 2，558











































































































菊　川 橋 　　　　　　　隙行来橋 橋の長さ12間21m
太田川 橋 三力野橋 橋の長さ45間85m
天竜川 舟渡 16901人12文（￥247）荷物1駄30文（￥618）乗掛荷19文（￥391）
1711人10文（￥206）荷物1駄22文（￥453）乗掛荷16文（￥330）





















































矢矧大橋 橋 1601日本一の長橋 208間376m
熱田→桑名 40人乗1隻　2貫254文（￥46，500） 熱田→七里→桑名
七里の渡 渡海 18047人乗1隻　2貫644文（￥54，545） （約27㎞）
53人乗1隻　2貫981文（￥61，498）
乗合1人　　　　54文（￥1，114）
佐屋道 川舟 熱田→岩塚→万馬
→神守→佐屋→川
→桑名
町屋橋 橋 160間289m
松尾川 歩渡 3／1→9／1　まで歩渡り
1人　6文（￥123）→12文（￥247）
横田川 橋 10／1→2／28仮橋他の7カ月は4隻の小船
舟
草津橋 橋 36間　65m
熱田長橋 橋 96間173m
三条大橋 橋 57間103m
参考文献・引用文献
木村・宝月・森末　編　生活史皿 56．8　体系日本史叢書16 山川出版社
小野武雄　編著 江戸物価事典　58．12 展望社
今戸栄一　編 宿場と街道　　59．12　目で見る日本風俗史6 日本放送出版協会
綿谷雪　著 考証　東海道五十三次　53．9 秋田書店
今野信雄　著 江戸の旅　　　61．8　　岩波新書 岩波書店
西垣晴次著 お伊勢まいり　58．12　岩波新書 岩波書店
沢寿次著 旅の今昔物語　56．12　講談社学術文庫 講談社
樋口清之　著 旅と日本人　　55．4　　日本人の歴史7 講談社
上田　篤　著 橋と日本人　　61．4　岩波新書 岩波書店
村上元三　著 江戸雑記帳　　59．5　中公文庫 中央公論社
稲垣史生　編 三田村鳶魚　江戸生活事典　56．11 青蛙社
原田伴彦　著 道中記の旅　　28．10 芸そう社
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図表一6 東海道の川止め・再開の基準
名　称 種別 川止め・川明きの基準
六郷川 船渡 満水になると歩行渡し，船渡しとも中止・川役人が減水を確認すれば川明き
馬入川 船渡 洪水の時船渡し中止
酒匂川 歩渡 3／5→10／15（夏川）　常水　1尺8寸（54㎝）
増水　3尺4寸（103㎝）馬越止
4尺4寸（133㎝）歩行渡止
減水　4尺　　（121㎝）歩行渡再開
3尺　（60㎝）馬越再開
船渡 10→2　（冬川）
富士川 船渡 1→9　（夏川）　常水8尺　（242㎝）
増水　1丈　（303㎝）馬船止
1丈1尺（333cm）歩行船止
減水　1丈　（303cm）歩行船再開
9尺　（272㎝）馬船再開
10→12　（冬川）　常水　6尺　（181㎝）
増水　8尺　（242㎝）馬船止
9尺　（272㎝）歩行船止
8尺　（242㎝）歩行船再開
7尺　（212㎝）馬船再開
興津川 歩渡 常水1尺4寸（42cm）
増水　3尺7寸（112cm）馬渡止
4尺5寸（136cm）歩渡止
安倍川 歩渡 4→9　　　　　常水　2尺5寸（75㎝）
10→3　　　　　　　　1尺5寸（45㎝）
増水5尺　（151cm）川止
減水　4尺5寸（136cm）歩行渡再開
3尺5寸（106㎝）馬渡再開
大井川 歩渡 常水2尺5寸（75㎝〉
増水　3尺5寸（106㎝）人馬共渡す
4尺　（121αn）馬越止
4尺5寸（136㎝）歩行渡止
減水　4尺　　（121cm）歩行渡再開
3尺　（90㎝）馬渡再開
天竜川 船渡 4尺8寸（145㎝）→4尺9寸（148㎝）渡船出る
5尺以上（151㎝）　　　　　　　渡船止
（5尺以下でも強風のときは渡船止）
参考文献 岸井良衛 著　　東海道五十三次60．1中公新書
綿谷 雪　著　　考証　東海道五十三次　53．9秋田書店
今戸栄一 著　　宿場と街道　59．12　日本放送出版協会
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